
ホ ジ ュ ン の伝承文学

｢ シ ャ ン ソ ウ ｡ モ ル ゲ ン+

｢ シ ヤ ル ン
. モ ル ゲン+

｢ ス ス+

干 暁飛

本稿で は イ マ カ ン ｢ シ ャ ン ソウ ･ モ ル グン (香里英日棲)+ ､ ｢ シ ヤ ル ン ･

モ ル ゲン ( 沙

倫英日根)+ ､ ｢ ス ス (蘇蘇) + の 三編､ タル ン ダニ編とシ ョ ア リ二編 ( の梗概) を節介す るo

1 . ホジェンにつ いて

ホ ジ ェ ン族は ､ 中国の 少数民族の うちで最も人 口が少なく ､ 1 9 90 年 の統計で は 4 2 4 5 人 ､

黒龍江省 の松花江下流､ 黒龍江流域 ､ 烏蘇里江の西側に住んでおり ､ 同江県街津口 の 八合赫

哲族郷と健河県赫哲族郷は 主要な村で あるo ロ シア側 にはホ ジェ ン族と同
一 グル ー プと見な

されて い るナ ー ナイ族がおり､ その 人 口は約 12 , 0 00 人 ( ロ シア の 1 9 8 9 年 の統計 です) で

ある｡

現在は
一

般 の 中国人と同 じ生活 をして い るD■昔の生活は ､ 漁業と採集で暮ら しており ､

魚や狩の 文化が残 っ て い るo 昔は ､ 魚皮で作っ た衣服や獣皮の 防寒具､ 保温靴を使 っ て い た o

刺 し身を食べ ､
魚 と獣肉の食 べ方は多種多様である｡ 交通手段 は犬榛や木の 船であ っ た｡ シ

ャ
ー マ ニ ズム

､ 自然崇拝を信 じて いた.

ホ ジ ェ ン族では ､ 現在漢語が主で ､ 5 0 才以上はホ ジ ェ ン語 を話すが ､ 4 0 代で は
一

部の 単

語が解るだけで ､
3 0 代になると全く分か らない o ホ ジ ェ ン語は ､ ア ル タイ諸語 の ツ ン グ

ー

ス ･ 満州語に属 し､ ロ シア側に住むナ
ー ナイ族の言葉は ､ ホ ジ ェ ン語と方言の 関係に あるo

2 . ロ乗文芸に つ いて

ホ ジ ェ ン族に伝わる伝承文学に は ､
イ マ カ ㌢ (伊璃堪) ､ タ ル ン グ (特禽固) ､ シ ョ ウプ リ

(説胡力) ､ ジアリク オ (嫁令問) が ある｡ イ マ カ ンは ､ 英雄叙事詩で ､ 語り の中に謡が は

い る｡ そ の テ
ー マ には モ ル ゲン (英雄) やア ジェ ン (首領) が クオリ (神慮) に変身す る女

性 に助けられて敵や仇 を討つ 物語､ 狐仙の 物語､
シ ャ

ー マ ン の 物語などがある｡ タル ン グは ､

伝説で あるが ､ 歌は つ いて いな い｡ 動物や漁業狩猟の言 い伝え､ 氏族の起源と歴史､ 地方風

俗と慣習､ シ ヤ - マ ン を題材に して い るo シ ョ ウフリは ､ 子供 のための 説話で ､ 寓話､ 神話 ､

伝説など､ 短 いが内容は豊 富であるQ 動物 ､ モ ル グン ､
シ ャ

ー マ ン , 漁や狩り､ 生活 ､ 愛情､

ユ ー

モ ア ､ 短 い 歌を含む物語で ある ｡ ジアリクオは ､ 歌謡で ､ ホ ジ ェ ン音楽特有の 曲調をも

つ ｡

-
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-



3
. イマカン､ 釦レンゲ､ ショフリに ついて

イ マ カ ンは ､
ホ ジ ェ ン族 の伝承文学の 中で ､ 内容が最も豊富 か つ 複雑で ､ 民族特色が濃く ､

多くの 人に聞い て喜ばれて い る｡ 長編のイ マ カ ンには ｢ マ ン トウ ･ モ ル グ ン+ ､ ｢ シ ル ダル ･

モ ル ゲ ン+ 専が あり ､ 漢字で は長さ 15 万字位 ､ 語 り歌うと 1 0 数時間
-

2 0 数時間か か るo
一

方短 いイ マ カ ンは ､ 神話や 日常生活 の物語で ､ 演 じる時間は 1 0 数分で ､ 2 , 3 0 分を越え

るもの は少なく ､ ｢ ス ス+ ､ ｢ 長虫兄弟+ ､ ｢抗婿+ などあり ､ 内容は非常に複雑 である｡ イ マ

カ ン は ､ 狩や漁 で露営 した とき歌われ るだけで なく ､ 村で冬 の夜 ､ または冠嬉葬祭時に歌わ

れ るo 場所は
一

般 に漁場の網置き場や狩猟の 野営地､ 採集に出か けた宿､ また冬の寝 か い オ

ン ドル の 上で ある｡

1 9 5 0 年代半ばから約 4 0 年間採録整理されたイ マ カ ン は 下記 の 9 部で その 内 7 部が発表

されて い る｡ ｢ ア ン トウ ･ モ ル グ ン+ (1 95 8 年採録 ､ 語り謡手 : 呉進 才) ､ ｢ マ ン ドゥ ･

モ ル

グ ン+ (1 9 8 1 年 ､ 葛徳勝) ､ ｢ シ ア ン ソウ ｡

モ ル グ ン+ (1 9 81 年､ 葛徳勝) ､ ｢ アガデ ･ モ ル グ

ン+ (1 9 8 1 年 ､ 葛徳勝) ､ ｢ マ ル トウ ･ モ ル グ ン+ (1 9 75 ,1 9 8 1 ,1 9 8 6 年､ 尤樹林) ､ ｢ シ ル ダル ･

モ ルグ ン+ (1 9 83 年､ 葛徳勝) ､ ｢ ム ドゥリ ･ モ ルグ ン+ (1 98 4 年､ 葛徳勝) ､ ｢ ウフ サ ･ モ ル

グ ンJ (1 98 7 年 ､ 葛徳勝) ､ ｢ シ ヤ ル ン ･ モ ルグ ン+ (1 98 8 年 ､ 葛徳勝) 0

タ ル ン グの 語源 は ､ ｢真実､ 事件の物語+ という意味で ､ 短編で謡 が入らず､ 語り の み で

ある o 人に信 じさせ るため
､ 事実を基に自分で見聞き した ように

一

人称で語 る. イ マ カ ンと

同 じ主題 を扱っ て い るもの が ある｡ 漁猟､ 氏族 の歴史と起痕､ 地方風俗習慣､ シ ャ ー

マ ン を

題材と した伝説 で ある｡

シ ョ フ リには ､ 動物説話 ､ 英雄や シ ャ ー マ ン
､ 漁猟の 物語, 世間話 ､ 恋愛詳 ､ 滑稽評が あ

る｡ シ ョ フ リは ､ ツ ン グ ー

ス
ー

満語族 に共通な言葉で ､ 物語 とい う意味で あるが ､ 別に異民

族か らきた物語という意味を持 っ て い るo シ ョ フリは ､ イ マ カ ンや ニ ン マ ン ( ナ - ナイ のイ

マ カ ン) に大きな影響を与 えて い る ｡ 時代とともに ､ 部族外と部族内の 区別 が薄れ ､ 現在 で

は物語と いう意味で使われて い る｡

タ ル ン グと シ ョ フ リは ､ 1 9 5 8 年から 1 9 8 3 年まで採録整理 されただ けで ､ 約 9 0 編ある o

語 り手は ､ イ マ カ ン の 語り手と同 じで ある｡

4 . テキストついて

4 - 1 . イマカンrシャンソウ . モ ルゲン( 青臭某日租)+

出典 :
` `

香里英日根
''

､ 黒龍江民間文学､ 第 二集 (赫哲族民間文学選集) [2] p p . 1 8 3 - 2 7 1
, 中

国民間文芸研究会黒龍江分会 (1 9 8 1 年 ハ ル ビ ン)

あらすじ ･ 晋､ 松花江に兄弟が住ん で い た｡ 弟シ ャ ン ソウは 2 0 歳にな るが ､ 何もできず ､

兄が
一

生懸命狩を し､ 漁を し､ 弟を養っ て い たo 兄が遠く北海に嫁 を探 しに行くが､ 戻 っ て

こな い の で ､ シ ャ シソウは兄 を探 しに北海に 出か けた｡ 兄が嫁ウ ェ ンチ ン ･ ダドを得るため

に射き乳た難麺､ ｢怪獣､ 白鳥､ 猪を捕らえ､ 神に捧げる+ を､ シ ャ ン ソウが実現 し､ 兄 は

嫁 を得る ことができたo こ の時 から ､ シ ャ ン ソウは力を発揮 し始めた｡ シ ャ ン ソウは ､ 西に
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-



両親の仇 を探 し､ 復讐に出か けたo は じめに戦っ た城主フ
-

ラホ ン と和解し､ 彼の 妹プ ー

ラ

ン を嫁に したo こ の とき出された条件は ｢金の鹿を括る+ こ とで あっ たが ､ 難なくや り遂げ

た o さらに ､
プ ー

ラホ ン と西 - 進み ､ 城主 パイ ル - ･

モ ル ゲ ンと戦うが ､ 負けそうになるo

そ こ を､ 兄嫁が連 れて きたバ ー

ジ ン ･ ダドが変身 した鷹 ( コ リ) に助けられ ､
パ イ ル

-

を打

ち負か したo そのお礼 に ､

バ ー

ジ ン ･ ダドの 国 - 行き
､ 結婚 を申 し込むD その とき出された

発問は ､
｢ そ こ の ない桶で水 を山頂まで運ぶ+ ､ ｢ 竜の爪と鼻を神 に捧げる+ で あ っ たが ､ ウ

ニ ン チン ･ ダ ドの 助けでやり遂げる ことが できて ､ 彼女を嫁に した ｡ 西 の戦線に戻り ､ 兄嫁
､

妻たちの助けを受 けて ､ 両親の仇 を討ち､ 敵の妹を嫁に し
､
民を連れて ､ 船に乗 り放熱 こ凱

旋 したD

解観 : 1 9 8 0 年と 1 9 8 1 年 の 二 回かけて採録 された｡ 1 9 8 0 年 二時間､
1 9 8 1 年六 日掛けて六時

間 の採録時間で あ っ た ｡ 1 9 8 1 年翻訳 は採録と同時進行 し､
-

ケ月後に出来上 が っ たo 1 9 8 4

年省 の最優秀民間文学作品賞を受けて い る｡ 以前 の発表されたイ マ カ ンの 主人公 と異なり ､

こ の作品で は ､
主人公 シ ャ ン ソウ ･

モ ル グンは シャ ー

マ ンでない が ､ 全編 を読ん でみ るとシ

ャ
ー

マ ン性が 見られ る｡

4 -

2 イ マカンrシヤルン ･ モルゲン( 沙倫某日頼) +
.

出典 :
"

沙倫英日根
”

､ 伊萌堪 (下巻) [ 3] p p . 2 6 3 - 3 1 8 黒龍江人民出版社 (1 9 9 8 年)

あらすじ ウス リ ー 江の源流にイ マ ン村が あり､ シ ヤ ル ン ･ モ ル グン 娃 ､ 父母 と姉と四人で

暮ら して いた ｡ シ ヤ ル ン は 2 0 歳にな っ たが まだ嫁が いない ｡ イ エ ラグ柑で娘 の婿 を探して

い る人が居 る｡ 難題 を解決 した人が婿になれると姉が聞 いてきて弟に勧めた｡ 難題は ｢ 娘が

川 に落とした金魚 の飾りの 首飾りを探し出す こと+ で あ っ た｡ 多くの若者が江に もぐり探 し

たが ､ 淵に住む怪魚アオ ハ 魚 に出会い ､ 首飾りを探せなか っ た｡ しか し､ シ ヤ ル ン は ､ 金の

斧 を持 ち江に潜り ､ 怪魚を殺 し､ 腹に あっ た首飾り を取りか えした｡ しか し､ 他の 若者が納

得せず､
｢ 百歩離れたとこ ろか ら､ 銭 を射通すQ 2 0 0 キ ロ の 石を持ち上げるo 怪獣ウ)㌣グリ

竜を殺す+ の 三 つ 難問を出 したが､ す べ て を解決 し､ 娘 を嫁にする ことができたo

解祝 : これは葛徳勝が謡 っ た最後のイ マ カ ンである｡ 1 9 8 7 年黒龍江省民俗研究所研究員張

嘉潰 ､ 副研究員葛若玉が採録 したo 採録には ､ 短日約
一

時間 ､
一

週間か か っ た a 採録 した も

の をホ ジ ュ ン の尤志賢が翻訳整 理 した｡ 国際音標 をつ けもの は､ 1 9 8 9 年 ｢赫哲族伊喝堪選+

に載せられて い る ｡

4 一 乱 イマカンr ススJ

出典 :
` ` ”

､

”

中国少数民俗民間文学叢書
･ 故事大系 ｢赫哲族民間故事選+ ､ [ 4〕p p . 9

-

1 1
､

上海文芸出版 (1 9 8 2 年)

- 1 2 5
-



あらすじ 昔､ 川 辺 に兄弟が住ん で い たo 山や川には生き物や木 の 実が少なか っ たo 兄 はや

つ と嫁 をもらっ た｡ 弟は ､ 何もできず､ 毎日ぶらぶら して いた の で ､ 兄嫁に家を追 い出され

た｡ 弟 は ､ 川 の流れに沿 っ て い こ うと木 を流れに投げ込んだが ､ 渦巻 い て いた の で流れが分

からず､ どちら - 行けばよ いか 分からなか っ た｡ 途方 に暮れ ､ 川辺 で ｢ ス ス+ と謡 っ て い る

うちに ､ 彼の 体の骨と皮はばらばらになり
､ 水鳥､ 魚 ､- 貝 ､ 海老に変わ っ た ｡ 兄は ､ い なく

な っ た弟 を悲しん だが ､ 豊富に なっ た生き物は
､ 弟が残 して い っ たもの だ考えた ｡

解放 : 1 9 6 3 年 8 月 に採録 され ､ 尤葦氏が語り ､ 馬名超が整理 したo こ れは ､
r イ マ カ ン 小唱+

と呼ばれ ､ 語 りの 中に ､ 謡も入 っ て い る ｡ イ マ カ ンで は ､ ｢ ハ -

リラ ハ - リラ+ で謡 いが

始 まるが ､
こ こ では ｢ ス ス ス ス+ で謡い が始まる のが特徴である｡

4 - 4 . タルンゲr 白城人の子孫+

出典 : 白城人的后代
''

中国少数民俗民間文学叢書 ･ 故事大系 ｢赫哲族民間故事選+ ､ [5コp p . 1
-

4
､

上海文芸出版 (1 9 8 2 年)

解放 : 1 9 7 6 年 6 月 ､ 呉連貴と葛徳勝が語り ､ 尤志賢と黄任遠が採録 ､ 整 理 した｡ ホ ジ ェ ン

人 の起源 を述 べ た物語 である｡

4
-

5 . タルンゲr 七兄弟+

出典 :
` `

七兄弟
''

､ 中国少数民俗民間文学叢書 ･ 故事大系 ｢赫哲族民間故事選+ ､ [ 6] p p . 5 - 6
､

上海文芸出版 (1 9 8 2 年)

解観 : 1 9 7 5 年 6 月 に ､ 呉連貴が語り ､ 黄任遠が採録 ､ 整理 した｡ ホ ジ ェ ン人 の 七 つ の 苗字
ト
｢蘇､ 卒､ 付 ､ 尤 ､ 呉 ､ 葛､ 芦+ の 由来 を語 るもの で ある ｡

ヰ
ー

6 . ショフリr 姉と弟+

出典‥
``

姉弟二人
''

､ 中国少数民俗民間文学叢書 ･ 故事大系 ｢赫哲族民間故事選+ ､ [ 7] p p . 7 - 8
､

上海文芸出版 (1 9 8 2 年)

解放 : 畢淑芥が 語り､ 韓福徳が整理 した｡ 姉と弟が結婚 した話 で ある o

4
-

7 . ショフリ｢ 蛇娘+

出典 : 筆者が採録整理 した物語｡

時間 : 2 0 0 0 年.1 月 3 日

場 同妻工県街津田

語り手 : 尤文蘭 当時 57 歳

-

1 2 6
-



ホ ジ ェ ン語で語 っ たも の を直接採録 し
､
整理 した物語で あるo

a

シャンソウ ー モ ルゲン

昔々 ､
松花江 の 中流 に ､ 兄弟が住んで い た｡ 弟シ ャ ン ソウは 2 0 歳になるが ､ 何もできず､

食 べ て寝 るだけの怠け者で あっ た o 兄は ､
一 生懸命狩 をし､ 漁 を して

､
弟を養っ て い た c 周

囲には人が住んで い ない の で ､ 兄は､ 遠く北海に行 っ て嫁 を探 してく るこ とに し､- 弟に対 し

て言 っ た ､ ｢私が出かける｡ 遅くとも十日で 帰っ てくる｡ もし十日を経っ ても帰 っ て こ なか

っ たら､ 北海まで来て俺を捜し出せ ! +

十日過ぎても兄ほ帰 っ て こ なか っ た｡ 彼柱 ､ 鍋 の中に肉を入れ調理 し､ す っ かり食 べ 尽く

した｡ 腹 い っ ぱい食 べ た後 ､ 彼 は祈りを捧げた｡ 神の助 けによ り兄 のとこ ろまで行く こ とが

できた｡

兄 の結婚条件達成を援助

兄は北海に着い たとき ､ その若 い娘は ､ ｢怪獣､ 白鳥､ 猪の 三匹を捕 らえ神 - の 供物に で

きたならば､ 嫁に なる+ とい う条件を出 したo しか し兄は十日を過 ぎて も､

一

匹も捕まえる

こ とができなか っ た｡

弟は兄に替わっ て摘まえに行 っ た｡ 険しい大きな岩石 の 洞窟に怪獣が いた｡ シ ャ ン ソウが

洞窟の 前まで いく と､ 怪獣 は突然洞窟の 中か ら襲っ てきた｡ シ ャ ン ソウは矢で怪獣 の 心臓を

貫 い た｡

怪獣 を背負っ て帰る途中､
他に着いたo 白鳥が 目に入 っ た o そ の 白鳥は逃 げようと羽 ばた

き したと こ ろを､ シ ャ ン ソウの 矢で射殺された｡

シ ャ ン ソウは ､ 摘まえた獲物 を背負い 山道を歩いて い ると､ 猪が 口 で穴を掘 っ て い た｡ 猪

が ､ 人がく るの に気づ いた ときには ､ シ ャ ン ソウの矢で心臓を射抜かれて いた ｡

シ ャ ン ソウは三匹 の獲物を神に捧げた｡ ウ ニ ン チ ン
･ ダドは心霊祭の後 ､

シ ャ ン ソウの兄

と結婚 し､
一

緒に家に帰っ た｡

と皇と之旦上里空室と空襲墾坦塞

シャ ン ソウは家に着い て 何日か の後､ 大きな帆舟を作り ､ 舶に鷹を刻み込んだ ｡ シ ャ ン ソ

ウは兄に言 っ たo ｢明日俺は出か けるo 西に ゆき両親の 敵を探し復讐する つ もりだo +

翌日 ､ シ ャ ン ソウは舟に乗 り西に 向か っ て出発 した｡

舟を走らせ何日 か経っ た時､

-

羽 の鷹が飛んで きて ､ マ ス トに止 まり ､
シ ャ ン ソウに言 っ

たo ｢義弟よ ､
私は兄嫁が変身 した鷹ですo あなたに忠告に来ま したo 舟に乗っ て ただ自分

を信 じて行きなさい ｡ 自分の 関係ない こ とにかまっ て は い けない ｡ + シ ャ ン ソウは答えた｡

｢姉さん ､
わか っ て い ます ! +

シ ャ ン ソウは前 に進み､ 城主フ -

ラオホ ンと出会 っ たo ニ 人壮政敵み合い を始めたo ず っ
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と正午まで続け､
フ

-

ラ オホ ンはただ攻撃を受け止 め るだけで ､ もう攻め る力が なく な っ て

い た｡ プ
ー

ラオホ ン の弟の フ
-

ク ー オ ー

は彼 に替わ っ て しばらく戦っ たが
､ 負けて きた D こ

の時 ､ 城から
- 羽 の鷹が飛 んできて ､ 二人 と シャ ン ソウに ､ 仲直り- して 兄弟 の契りを結ぶよ

う忠告 したo こ の鷹は フ
-

ラ オホ ン の妹の フ ー

テ ンで あ っ たo

兄弟二 人は妹の 話を聞 い て
､
シ ャ ン ソウを城 へ 招き ､ 酒 をふ るま っ た0

主土と星空上j 垂空と壁豊里旦

そ こ で ､ フ
-

ラオホ ン は妹 フ -

ラ ン をシ ャ ン ソウの嫁 にする こ とを承諾 した. 条件が
一

つ

あ っ たo 山の 中に い る金鹿を捕まえて こ い ､ というもの で あっ た｡

シ ャ ン ソウが 弓矢を持 っ て山 - ゆく と､ 山の 谷間付近で ､ 金鹿が 目に入 っ たo 彼 は身を低

く隠れて い ると､ 金鹿はゆ っ くりと通り過ぎて い っ た ｡ 木 の葉にふれてサ ッ サ ッ とい う音が

くたの で ､ 急い で手で木 の葉を つ か んだが ､ また木 の枝に衣服が 引 っ か かり破れる音が した｡

彼 が金鹿から五十歩の とこ ろまで来た とき ､ 金鹿は頭 を起 こ して言 っ た｡ ｢わ しは こ の 山中

に住んで 千年に なり ､
い ろん な立派 な英雄を見たが ､ お前 ほ どわ しの前まで来たやつ は い な

い ｡ わしは今日強敵に出会 っ た ようだ｡ 大急ぎで逃げなければならん 0 + 金鹿 は言 い終わ る

と､ さ っ と逃げ出そうと したが ､ シ ャ ン ソウは全身の 力を絞り 弓を引き矢を放っ た｡ 矢は ､

金魔 の 心臓を射抜き ､ 金鹿はその場 で死 んだo

シ ャ ン ソ ウは皮紐 で縛り肩に担 い だが ､ 重 さ 3 5 0 - 4 0 0 キ ロ は あるQ シ ャ ン ソウは金鹿 を担 い

で帰り､ 神 に供え､
プ ー

ラ ン と結婚 したo

∠ 牡
シャ ン ソウ ･ モ ル グ ン は再び ､ 西 - 遠征 に 出発 した o フ - ラオホ ン は彼 に同行 し､ 舟 に乗

り進んだo
■
途 中で鷹が飛ん できて ､ 先は パイ ル -

･

モ ル グ ン の 地であ ると知らせた｡

しばらく して ､ 城から十数里離れた場所に着くと､ パイ ル -
･ ダ ドと名乗 る城主 の妹 の 変

身 した鷹が飛ん できて ､
｢ お前 らをひ どい目に遭わせてや る+ と言 っ た｡ マ ス トを砕き ､ 舟

を粉々 に し､ プ
ー

ラオホ ン とシ ャ ン ソウは川 の中に落 とされた｡

二 人は岸 - 上がり､ 城の 出入り 口まで行き ､ 城主の パイ ル -
･ モ ル グ ン と出会 っ た｡ シ ャ

ン ソウとパイ ル
-

は取組 み合い になり ､ 卑かなか離れず､ 知らな いうちに ､ 山の 上まで来て

いた｡

こ の 時 ､ パ イ ル
-

･

モ ル グン には十分力が あり ､ シ ャ ン ソウの肩 を力づく で引き､ カ バ の

木 の股に掛けた｡ シ ャ ン ソウは痛く ､ 意識 が消そうだ っ た｡

フ - ラオホ ンは ､ 二人を追い か けて ､ 神木 の下まで来たo パ イル -

は フ
-

ラホ ン を神木 に

捧げるた め､ フ -

ラオ ホ ン を神木の 上に 引っ か けた｡

と 地 盤坦

こ の時 ､
∵
南側か ら四羽 の鷹が飛ん できた｡ 彼女たちは シ ャ ン ソウの兄嫁とプ

ー

ラ オホ ン の

-
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妻た ちであり ､ 急 い で助けに来たの だc 彼女たちは全身 の力で神木に激突した が ､ 神木は

二回揺れて シャ ン ソウとプ
ー

ラオホ ン は衝撃で気を失 っ て しま っ たo

シ ャ ン ソウの兄嫁の ウ ェ ンチ ン ･ ダ ドは ､ 二人が 死 にそうで ある の を見て ､ 急 い でほ か の

3 人に命 じて付近 の暗闇で シ ャ ン ソウら二人 を保護させて ､ 自らは北海まで飛ん で , 師 の ハ

-

ジ ン ･ ダドに助けを求め に行 っ たQ

間もなく ､ 北側 からまた 二羽 の鷹ス -

イ ェ ン と ノ ンチ ャ ンが飛 ん できたo こ の 二人は神木

の側まで飛び ､ 木 の 上 に シ ャ ン ソウとプ
ー

ラホ ンが 引 っ か けられて い るの を見て ､ 助ける相

談を した｡ こ の 二 羽の鷹は 空高く飛び ､ くちばしを
一

緒にく っ つ け､
全身 の力を集中させ ､

翼を広げ､ 下に向か っ て突進 し､ 頭を神木 にぶ つ けた｡ ｢ ジャ ン+ という音が響き ､ 火花が

吹き 二羽 の鷹は意識が なくな っ た ｡

申の刻を過 ぎると､ 北の 方か ら
- 羽の鷹が飛ん で来て ､ そ の 口が金や銅 の ような閃光を出

し､ 目は茶碗 ぐらい の 大きさで ､ 真 っ 白な首を持ち ､ 五色の花の点が付 いた体で光を放っ て

い る｡ こ の鷹はウ ニ ン チ ン ･ ダ ドが連れてきた姉 の ハ - ジン ･ ダ ドであ っ た｡ 彼女は空高く ､

銅 の ような口 を開 け､ 茶碗の ような目で呪み付 けなが ら飛んで ､ 神仏に祈りを捧げなが らこ

う言 っ た｡ ｢ 多く の神よ ､ す べ て私 の腕の力となるように助 けにきてください ｡ + 祈りが終わ

ると ､ 彼女は急に力を出して ､ 両目から涙が枯れ るまで泣くと ､ 二羽の 鷹とともに空高く飛

ん だ｡

三羽 の鷹は塀をあわせ ､ 神木 に向か っ てぶ つ か っ て い っ た｡ 空中でたちまち鳥の ような雲

だ けが見えると､ 雷が落ちて稲妻がとどろき､ 無数の 金の 光を吐き出すと神木に落 ちた｡ 大

きな音が鳴り響き ､ 地面が動き ､ 山が揺れて ､ 雷が落ちた神 の木 は地面に倒れた ｡ 鷹は 円を

措くように回るとすぐに飛ん で い っ た｡

まもなく シャ ン ソウとフ
-

ラオホ ン は息をふきか えした｡ 彼 らは ダドたちの介抱ですぐに

健康を取り戻 した｡ 数日後 ､ 数人の 女性は鷹に変わっ て飛 んで い っ た｡ シ ャ ン ソウとプ
ー

ラ

オ ホ ン はまた復讐の た めに パイ ル
- を探 しに行 っ た｡

パ イ ル -
･ モ ル グ ン に再挑戦

城門で シ ャ ン ソウは パイ ル
- を見つ け言 っ たD ｢耳の 穴をか っ ぽ じ っ て よく聞け､ お前の

神木は役立たずだo 俺も生 き返 っ てお 前と戦うた めに来たo あとお前には何がある ! +

パ イル -

は言 っ た｡ ｢ おまえ､ 俺に神木に三 日も掛けられて いた｡ ハ
- ジ ン がお前を助け

なか っ たら､ 命はなか っ た｡ 神木 から逃れても ､ 俺の 両拳からは逃げれない ぞ｡ +

言 い終わる と､
パイ ル - と シ ャ ン ソウは 互 いに組み合っ て ､ 殴り合 い をは じめ たo

こ の 時､ 頭上に
-

羽 の鷹が飛ん できて ､ パイ ル
一

に向か っ て言 ? た . ｢ お兄さん ､ 私は妹

です｡ す ぐに手を放して ､ 仲直りを してください ｡ + しか し､ パ イル
-

は これを聞かず､ そ

の鷹は飛び去 っ たo

シ ャ ン ソウは こ の 時心の 中で石の お爺さん ､ お婆さん に祈ると ､･ 彼ら時シ ャ ン ソウに 九虎

の 力を与え､ パイ ル
- を打ち負か したo 空には九 つ の 雲が生 じ､

一

つ の煙に変わり シ ャ ン ソ
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ウの体に入 っ 卑o シ ャ ン ソウは全身の力 を感 じると､ ます ます激 しく パ イ ル - を叩き つ けたo

パ イル -

は左右の か かとで蹴 られ ､ 視界が は っ きり しなくな っ た｡ 彼 は脆い て命乞 い をし

たが､
シ ャイソウ按

｢ お繭に用は ない ｡ + と三発殴り ､
二発 蹴 っ て パ イ ル - を殺 した｡

城の 権力者が 死 ぬと ､ そ の城の全て の 人が降伏 した｡

フ -

ラ ン
｡ ダ ド救助

シ ャ ン ソ ウとフ -

ラオ ホ ンが酒 を飲み祝 っ て い たとこ ろ
､
シ ャ ン ソウ の兄嫁の ウ ニ ン チ

ン ･ ダ ドと妻の プ
ー

ラ ン ･ ダ ドは パ イル - ･ ダ ドを護送 して来たQ そ して彼に ハ - ジ ン ･ ダ

ドがパイ ル -
･ ダ ドを助けた経緯を話 したo

もともとパ イ ル
-

･ ダドは兄 に シ ャ ン ソウと仲直りする こ とを勧めたがが ､ 兄 パ イ ル -

は

開かず､ 戦 っ て命を落とした｡ パ イ ル
-

･ ダ ドは兄が 死 ぬ と､ 南山 - 逃げ､ 山の 神に頼ん で

彼女を石 に変えさせた｡ これ を聞 いたフ -

ラ ン
･ ダ ドは ､ ウ ェ ンチ ン を探 し､ ク ェ ンチ ン を

引き連れて ハ
- ジ ンを探 しに い っ たo 二 人は ､ パ イル - ･ ダ ドを助ける こ とを ハ

-

ジ ン に の

心を動 か し､ 三人で救い に いく ことを承諾 した｡

ハ - ジ ンは彼女たち二人 と 一

緒に南山 へ 飛ん で い き､ 神 に頼み ､ 全身 の力 で ､ 空高く から

急降下 した｡ 雷鳴を轟か し､ 石を粉々 に した｡ シ ャ ン ソウは こ れを聞き ､ ハ ヤ ジンは 自分と

プ ー

ラオ ホ ン を助けただけでなく ､ パイ ル - ･ ダ ドも救 っ 七くれたお礼を言 い に行く こ とし

た｡

ハ - ジ ン ･ ダドの 国 -

シ ャ ン ソクモ ル ゲ ン は馬 に乗 り ､ 山を登 っ て ､ 北海 - 行 っ た｡ 北海 は霧が 立 ち込 めて いて ､

縁も岸もなく ､ 海と空が つ なが っ て い る o シ ャ ン ソウは手綱を緩めて馬 に言 っ た o rお前は

こ こで 草
■
を食 べ て俺を待て ｡ + 馬は頭 を下げ､ 草を食べ は じめ た｡

シ ャ ン ソウは海辺 に立ち､ 神に言 っ た｡ ｢神様､ も し私が両親 の仇 を討 つ こ とが でき るな

ら､ 私 を飛 ばして 海を越させ て下ださい ｡ +

少 した つ と南東の方 から
一

つ の雲が飛 ん できて ､ シ ャ ン ソウを乗せ ､ 強 い風に彼を空 - 飛

ば したo 彼は 日を閉じて ､ ただ両耳 で自然の風 を感 じて い た が
'
, 風が止 んだ こ とに気づ いた0

日を開けて と ､ あるクヌ ギ の木 の 丘 に着いた｡ その前方には金閃光を放つ 山があり､ 東方 に

は銀閃光を放つ 山がある｡ 彼は 二 つ の 山の 間の 大きな道に 沿 っ て歩い た｡

途中､ 道の傍ら の
一

本 の木に 弓と矢が掛か っ て いたo 彼はそれ を持 っ て歩き つ づ けたo 湿

地に来る と二頭の鹿に出会わ た o 鹿ほ丁度タァ トウ草を食 べ て い たo
一

頭の鹿が 首を伸ば し

言 っ た｡ ｢お前は本当に強 い英雄だ｡ こ こ に住んで 千年に なり ､′ たくさん の英雄を見たが ､

ここまで赦に接近でき るお前の ような者は い なか っ た｡ も しお前に能力があるなら私が走 る

影を見せ よう｡ も し能力がな い なら影すら見えな い ｡ +

シ ャ ン ソウは神 に言 っ た｡ ｢今､ ハ
-

ジ ン という娘の恩 に感謝するために 二頭の鹿を捕 り

に来た｡ もし私 に福が ある の なら､ 神よ私 をお守りください ｡ この 二頭の鹿 を捕まえさせて

-
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ください ! +

彼 は力を入れて 弓を引き､
ただ 二頭 の鹿が飛び跳ねて い るの を見 るだけで 二頭 は地面に倒れ

たo 見 ると､

一 本の失が 二頭 の鹿を倒して いた ｡ 神 の御加護が あっ たo 皮を剥ぎ､ 二頭 の鹿

を縛り担 い で ､ 丘 の大きな道を歩 い たo
一

里歩くと､
-

条の 光を放つ 金 の家を発見 した ｡

彼は金 の家の 西側 の 玄関に行き
､
二頭 の 鹿を神棚に供えた ｡ こ の 時､ 彼が 玄関に 一 人 の娘

がい るの を見て ､ 前に進み 一 礼 をして尋ねた｡ ｢ こ こ に ハ ー ジ ン という娘さん は い ますか ? +

こ の娘は ､ 舌 を出 して ､ 笑い なが ら家の 中 - 走 っ て い っ た｡ まもなく ､ 中からおばあさん

が 出 てきて ､ 言 っ たo ｢ あなた の ような男が こ こ - 何 しにきた の o +

シ ャ ン ソウは答 えた｡ ｢私 は シ ャ ン ソウとい い ます ｡ 家は松花江の 中流にあります｡ 両親

は 早くに捕虜とな っ て ､ 連 れて行かれたの で ､ 家にはただ兄弟二人だけが残されま した｡ 両

親 の仇を打 つ ため に ､ 私は西 - 向か い ま したo 途中で パイ ル
一

に 出くわ しま した o 彼 の 両親

の神が力がすごく ､ 私 は神木に 吊る されて ､ もう少 しで 死 ぬところで した｡ ハ - ジ ン のお陰

で ､ 助かりま したo 今回私は 二頭の鹿をあなた方 に持 っ てきま した｡
…

つ は感謝 の ため で ､
一

つ は求婚の ためですo +

* # *

話 して い る時 に ､ 金山から老人が歩い てきた｡ 彼は シ ャ ン ソウの前に来て ､ じろ じろと見

て 言 っ た｡ ｢ シ ャ ン ソウ ､ 私 の 言う事 を聞け｡ うちの娘 ハ - ジ ン を要る つ もりならば､ 二 つ

の 事を しなければならない ｡ 1 つ は底 の ない桶を使 っ て ､ 水 を山頂まで担い で い け｡ もう 1

つ は深 い泉に住む
一

角竜を捕まえて ､ 肉を神に捧げる の だo +

シ ャ ン ソウは老人 の条件を聞い て ､ 思 っ た｡ ｢ なん て大変なんだ ! 底の 無 い桶 で どうや っ

て担 い で い けようか ､ 千年 の
一

角竜をどうやっ て捕まえるんだ ? や っ てみる しかない な｡ +

こ の 時､
シ ャ ン ソウの守護神が耳元で言 っ た｡ ｢安心 しなさい ､ 私が桶の底にな っ ておま

えを助けてやろう ! +

まもなく ､
ハ

- ジ ン は底 の 無い桶 を1 つ 選 び ､ 水をい っ ぱい入れて ､ 担 いで 山頂 - 向か っ

て い っ た｡ シ ャ ン ソウも底 の無 い桶に水をい っ ぱ いに して ､ 担 い で急い で山頂 - 行 っ た｡

山頂 に着い て ､ シ ャ ン ソウが ハ - ジ ン の桶を見 ると､ 依然と して水は い っ ばい で ､
一

滴も

漏れては いなか っ た｡ ハ
- ジン が振り返 っ て シャ ン ソウの桶を見る と､ 同 じく水がい っ ぱい

だ っ た｡ ハ
- ジ ン は舌を出 して ､ 笑 いなが ら､ 山を降りて 家 - 走 っ て い っ た｡

ハ
- ジ ンが行っ た後 ､

シ ャ ン ソウの 守護神 は言 っ たo ｢深 い泉の 竜を捕まえるには ､ ハ -

ジ ン に助けを求め る しかない ｡ 彼女の持 っ て い る金 の鎖で ､ 竜を捕まえる事が出来 る｡ +

シ ャ ン ソウは ハ - ジン の部屋 - 行 っ て ､ 脆いて言 っ た｡ ｢ 私 の愈の恩人よ ! 私に答えて欲

し い ｡ +

ハ - ジ ン は尋ねたo .｢ なんですか ? +A

シ ャ ン ソウは答えて ､ ｢竜を捕まえるため に ､ あなたの金の鎖を貸 して欲 しい ! +

ハ - ジ ン 壮彼が脆 い て立ち上がらない の をみて ､ 部屋か ら金 の 鎖を持 っ てきて ､ シャ ン ソ

-
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ウに渡 して言 っ卑o ｢ 泉 へ 投 げ込むと､
こ の 金の鎖は独 り で に竜の鼻をつ かみます o あなた

が外 へ 引 っ 張り出 して ､ あなた は竜 の爪 をつ かんで ､ 持 っ て帰 っ て きて くださ い｡ +

シ ャ ン ソウは金 の鎖をも っ て ､ 竜の住む深 い泉 へ たどり着い たo シ ャ ン ソウは金 の鎖を皮

ひも - つ ない で
､
泉 - 投げ込ん だ｡ まもなく泉か ら水 しぶきが 高く上が っ た ｡ 彼が 引 っ 張る

と､ 泉の 中か ら捻りなが ら､ 竜の頭が 出てきたo 竜は シャ ン ソ ウを見て言 っ たo ｢ シ ャ ン ソ

ウ､ おまえは松花江 の 中涜 に住ん で い るの に ､ なぜ わ しを摘まえに来た ? わ しとお まえに は

仇は無い ! あ のばか じ じい め
､ 奴 の年取 っ た娘の ため に ､ 私を締まえに来たん だろうo +

竜は言い 終わると､ 口 から高い水柱を吹き上げて ､ シ ャ ン ソウの服に振 りか けてずぶ濡れ

に した｡

シ ャ ン ソウは竜 を泉の 端 - 引き よせ
､ 地上 - 引き倒 した｡ 見 ると ､ 竜の 日は茶碗のように

大きく ､ 頭に は長 い角が 一 本 あり､ 光を放 っ て いたo シ ャ ン ソウは皮ひ もを取り出し､ 竜を

縛り上げた｡ 彼 は思 っ た｡ どうや っ て 竜を持ち帰ろうか ? 引 っ 張 っ て いく と, 竜は 死ん で し

まう､ 担 い で いくに は ､ 竜は とても大きく ､ 厄介だ｡ シ ャ ン ソウは神 の グ
ー

ダ ー マ - フ ァ を思

い 出 して ､ 東南 - 向か っ て 叫んだ｡ ｢ グ
ー ダ ー マ - フ ァ ､ グ ー ダ ー

マ
-

フ ア ! 早く来て ､ 竜

を ハ - ジン の家まで運ぶため に ､ 私 に力 を貸 してください ｡ +

まもなく東南から雲が 流れて きて
､
ザ ー

ザ ー と風 の音をたて ､
一

瞬 に して彼 の と ころ - や

つ てきたo こ の グ ー ダ ー

マ
- フ ァ は シャ ン ソウに向か っ て薗を振 っ て ､ 腰帯 を下 ろ して ､ 一

本の腕く らい の太 さの皮縄 を取 り出 し､ 竜に 三回まわ して ､ 一 瞬の うちに竜を担 いで飛 んで

い っ た｡

シ ャ ン ソウは後 から ハ - ジン の家 へ 行 っ た o ハ - ジ ン の 家 - つ くと､ 彼はすぐにあの 竜 を

見た､ 既 に部屋 の西 の 台に置い て あっ た｡

ハ
- ジ ンは楽 しそうに迎 えて ､ 彼を部屋 - 招き入れたo ハ - ジン は また ､ 神帽をかぶり ､

神服 を着て ､ 腰に鈴を下げ､ 神 の太鼓を持 ち､ 叩きなら した｡ 彼女は ､ 竜の 周り を三回まわ

つ て ､ 歌 っ た｡

"

ム リ ラム リラ ム リラ ムリラ

お じい ちやん 私 のお父 さん ､

おばあちや ん - こ私 のお母さん !

あなた達の 言 っ たニ つ の事を､

シ ャ ン ソウはす べ てやりました｡

彼 は求婚 して い ます､

女は ただ応 じる しかありません ｡
”

彼女は振 り返 っ て竜に 向か っ て い っ たo ｢竜よ竜､ 今日は あなた の命に とどめをさ しますo

しか し､ あなたの 爪 を
一

節､ あなた の鼻をひとかけら､ あなた の 舌を
一

切れ ､ 切り取らせれ

ば､ 許 しまし ょう｡ 早く舌 をお出 しなさ い ｡ すぐしない と殺 して しまい ますよ｡ +

竜壮思 っ た､ やは り命ほ売切だ ! 舌を 一 切れなんて かまわな い ｡ 鼻をひ とか けらも大 した

ことで披な い o 少 しず つ 出 払て ､ 命が残 せればい い o 竜は 口をあけて ､ 舌を伸ば したo

-
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ハ -

ジ ン は前に出て ､ 刀 で竜の 舌を
一

切れ ､ また鼻をひとか けら､ 爪を
一

節切 り取 っ たo

終 わ っ て竜に言 っ た｡ ｢ 自分 の深 い泉 - お戻 りなさい ! +

竜は頭を上 げると､ 口 から水を吹き上げて ､ すぐ霧と雲に変わり､ 雲と霧を換 っ て ､ 深 い

泉 へ 飛ん で い っ た o

ハ - ジ ン は切り取 っ た竜の 舌と鼻､ 爪を細かくき ざん で神 を祭 っ た ｡ それか らハ
-

ジ ン と

シャ ン ソウは 一

緒に家に入 り ､ 酒を飲み始めた ｡

シ ャ ン ソウ ･

酒を飲みなが らハ - ジン は言 っ た｡ ｢ シ ャ ン ソウ､
二 つ の条件をあなたはやり遂げ､ あな

た の要求に私 も答 えます｡ 今義兄弟の フ -

ラオホ ン は百五十膿もの舟を作り ､ あなたが帰る

の を待 っ て い ます｡ +

シ ャ ン ソウは 聞く と､ いく つ か の事を達成できた こ とを大変喜ん だo 彼さま御飯を食べ 終 え､

荷物 を片づ け先に戻 っ た ｡

彼が海辺 に着 いた時 ､ 彼 の馬はまだ草を食 べ彼 を待 っ て い た｡

彼は馬に乗り､ 岸に沿 っ て 行 っ た｡ シ ャ ン ソウは馬 から下り ､ 大きな舟に乗り､ プ ー

ラオ

ホ ン達と酒 をの み なが ら言 っ た｡ ｢私 の妻の 兄よ ､ あなたは城の 人々 を故郷 へ 連れて帰り な

さい ｡ 私は女達とさらに西 - 行きます｡ +

フ -

ラオホ ンは シャ ン ソウと別れ ､ 舟を率いて 束 - 向か っ た｡

シ ャ ン ソウは馬 に乗 っ て西 - い き､ 正午近くに
一

軒の家の 門前につ き､ 馬 を下りた｡ 家に

入 ると 一 人の おばあさんが オ ン ドル に座 っ て い た｡ シ ャ ン ソウを見て ､ 尋ねた｡ ｢ どこ か ら

来て ､ どこ - いく の かね｡ +

シ ャ ン ソ･りは言 っ た｡ ｢私は松花江の 中流か ら来て ､ 先の城まで いくとこ ろです｡ お腹が

空きま した､ 食 べ るもの を作 っ て下さい ｡ +

おばあさんは オ ン ドル から降り台所 へ い き､ 食事 を作り ､ 二 つ の卓に並 べ た｡

シ ャ ン ソウは思 っ たo こ の おばあさんは私
一

人に どう して こん なiこ沢山の食事をもてなす

の か o こ の とき ドアが開き ､ 六 ､ 七人の 女達が入 っ て きたo 見ると､ 自分の妻達と兄嫁と従

兄弟だ っ たo シ ャ ン ソウと彼 女たちは
一

緒に飲み食い し三 日休 んだa

四 日 目､ ハ
- ジ ンは シャ ン ソウに言っ たo

｢ あなたが こ こ から百里 いくと ､ 城主タイ ル - の管轄の範囲です｡ 彼はもうあなたが いく

の を知 っ て いて ､ 弓と矢を用意 して い ます o タイル 一

に は
一 人 の弟と 一

人の 妹が い て ､ 手腕

が優れて い ますQ も しも危なか っ たら､ 私 の 両親の神 を呼んで助けてもらっ てく∵ださい o +

ハ - ジ ンは言 い終わると､ 鷹に変わり ､ 女をみな率 い て飛んで い っ たQ シ ャ ン ソウは
一

人馬

に乗り西を目指 した｡

タイ ル -
･ モ ル グ ン との戦い

彼が丁度城の 入 口 に つ くと､ 城主タイ/ レ 一

に出く わした ｡
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タイ ル -

娃 の の し っ た｡ ｢松花江 の 中流に住む シャ ン ソウ､ お まえは幾つ か城を征服 して

い るが
､
おれ は認 めんぞo ただちに 立ち去れ ､ も し私 と敵対する勇気が あるなら､ す ぐお前

の命を取 っ てや る%
＋

o + シ ャ ン ソウは 声を出さず､ 馬 を下りて タイ ル - と殴り合 い をは じめ

た ｡

こ の時
､ 城の上空で 二 つ の群れ の鷹も争い 始め ､ 黒 い雲の ようだ っ た｡

- 方は シャ ン ソウ

の妻と従妹と兄嫁 で ､

-

方はタイル - の息子 の 嫁と兄弟の嫁と妹で あっ たo タイ ル - の 息子

の嫁が瞬く間に何百もの鷹に変わり - - ジ ン達を囲んだ｡ ハ
- ジ ン は慌てず急がず､ 胸か ら

ハ ンカチ を取り出 し､ 空中になをヂた. そ れは百あまり の鷹に変わり飛ん で行 っ た o プ ー ラ ン

が見るとやは り相手 の鷹の方が 多い o また胸か らハ ン カ チ を取 り出 し､ 前に投げ､ 百あまり

の鷹に変わり ､ 迎え撃 っ た｡

何百も の鷹が空中で蹄い ､
まもなく タイ ル -

側 の鷹はみな次々 と落とされた .

また､ シ ャ ン ソウとタイ ル -

は激 しく殴り合っ た｡ 突然､ タイ ル -

の捧 から熱落が出て き

て ､ シ ャ ン ソウは耐えられない ほ ど痛み ､ 手も顔もす っ か りやけどした｡

シ ャ ン ソウは まず い と思 い ､ 後 ろ - 跳ん で ､ 大声で グ ー ダ ー

マ
-

フ ァ
ー を呼ん だ｡ ｢ グ ー

ダ ー

マ - フ ァ
ー

､ すぐに現れて ､ 化 け物 の ようなタイ ル - が降伏するよう助 けて 下さい ｡ +

叫びおわ ると､ 南の 空か ら 一

つ の雲が稲妻の ように飛 んで きた o シ ャ ン ソウの頭上で雲は

とま っ たo 上 にグ ー ダ ー

マ
-

フ ァ
ー が立 っ て いた｡ グ ー ダ ー

ヤ
ー

フ ァ
ー

は シ ャ ン ソウによけ

ろと言い ､ 手でそ っ とタイ ル
-

を空中にぶ ら下げ､ 手を放す と､ タイル -

は北 山 - 落ち ､ 死

んだ｡

タイル -

の弟 の ジ ャ
ー

ク
一

夕 一 口 -

は兄 の仇 を討つ た めに ､ シ ャ ン ソウと闘 っ たo 何回 か

手合わせを してやっ と､ ジャ
ー

ク 一

夕
一 口 -

は自分が シ ャ ン ソウの相手で ない と気付き ､ 最

後の手段を使 っ た｡ 鳩尾か ら火 を噴き出 し､ シ ャ ン ソウに火 を付 けた｡ シ ャ ン ソウは しき り

に抵抗し､ 出てくる炎を消 した時 ､ グ ー

タ
-

マ
-

フ ァ
ー が また飛ん できて ､ ジャ ー

ク
一 夕 一

口 - を引き上げ､ 南山 - 落と した.

シ ャ ン ソウは城 - 入りタイ ル - の 手下に言 っ た｡ ｢お前連の兵士 の なかで ､ 誰 か私 と戦う

勇気 の あるもの は い るか o + 兵士達は城主 二人が 死ん だの を知り ､ 闘う必要が なく ､ シ ャ ン

ソウに許 しを請うたo ｢私た ちをお許 し下さ いo 何 を言 われても何でも い た します｡ + シ ャ ン

ソ ウは言 っ たo ｢ タイル -

兄弟は悪事を働き ､ 今日命を落 と した の は罰 せ られて 当然で あり
､

自業自得だ｡ お前達も悪事 を しなければ許す ｡ +

兵士達は シャ ン ソウを部屋で休 ませ ､ 酒を飲ませた｡ こ の時 ､ 空に何羽 か の鷹が飛 んで き

て ､ そ の 中の - 羽が シャ ン ソウの名を大声で叫んだ｡ ｢私は あなた の 兄嫁の ク ェ ン チン ですo

私たちほタイ ル 一

見弟の息子 の 嫁と彼らの 妹をつ かまえ､ 殺すか生命をと どめ る かあなたの

意見に従う｡ +

シャ ン ソウは言 っ た｡ ｢貴方達はまず席に着 いて ､ あの 三人 の こ とは後 でまた考えまし ょ

うo + 鷹はみなもとの 姿に戻 っ たo 彼女た ちは ク ェ ン チ ン ､ - - ジ ン ､ フ - ラ ン ､ ノ ン チャ

ン
､
ス - イ ェ ン ､ それか らフ - ラオ ホ ン兄弟ニ人 の妻で あっ た｡
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みん なが長 い時間飲んで から､ シ ャ ン ソウは立 ち上が っ て言 っ たo ｢ 私は今回西 - い き仇

を討ち､ みなの助 けで勝利を得 ､ 敵を降伏させ､ 両親 の仇 を討 つ こ とが できた ｡ 皆何日 かよ

く休み ､ それか ら舟に乗 っ て 故郷に帰りなさい ｡ 兵士達はただちに供え物を用意 し､ 私 の 両

親の神霊を祭 り追悼 し､ 三 日以内に 百般の船を急 いで 作りなさ い｡ も し作れなか っ たら､ お

まえ達の 首を差 し出しなさい o +

城 の兵士 はうなずいた ｡ ｢ 必ずそ の通りに いた します｡ +

フ
-

ラ ン は シ ャ ン ソウに尋ねた o ｢鉄寵に 入れた三人には どんな処分をするの ですか ｡ + シ

ャ ン ソウは落ちつ い た表情で声を発さなか っ た｡

ハ
-

ジ ンが言 っ た ｡ ｢ 彼女達を故郷に連れて帰りま しょう! あの ジャ ー ク 一 夕 一 口 - と い

う娘は美しい し､ あなた の 嫁に してもい い と思い ます｡ +

シ ャ ン ソウは少 しうなずい て言 っ た｡ ｢あなたは ､ 私 の倫の 恩人だo あなたが そう言うの

ならそう しよう ! + 三人の 女性は鉄龍の 中か ら出され皆と
一

緒に酒 を飲んだ o

タイ ル
- の妻壮涙を流して 言っ た｡ ｢ シ ャ ン ソウ ･ モ ル ゲ ン ､ ありが とうございます ! 私

達は 必ず牛や馬を世話 し､ 恩 に報い ますo 私達の 夫の妹は ､ 未だ嫁に行 っ て おりません o 私

は自分で決めて ､ 英雄 に嫁にやりたい ｡ + シ ャ ン ソウは 喜ん で言 っ た｡ ｢ 皆が言うの なら, 私

は ジャ
ー

ク
一

夕
-

ロ
ー を傍に置く事に しよう. +

シ ャ ン ソウと女性達は城に 三 日間滞在し､ 四 日目に何名 か の兵士が報告に来た｡ ｢百般の

帆船を造り終えま した｡ けれ ども少 し遅れて い ます｡ 処罰 を決 めてください ｡ +

シ ャ ン ソウは言 っ た｡ ｢少 し遅れて い るとは い え､ 既に船はできて い る のだか ら処罰 は し

ない ! 船を造 っ て い る人々 に酒を飲ませ よう｡ +

シ ャ ン ソウとダト達は又
一

緒に酒 を飲んで い るo 少 し酔い なが ら皆に向か っ て言 っ たo ｢皆

今回はとても苦労したo 私 は こ こ に深く感謝 しますo こ こ で私は皆に宣言 します o 私 の妻は

年 の順に並んだ方々 ､
正妻を ハ

- ジ ン ､ 第二夫人をフ
-

ラ ン ､ 第三夫人をパイ ル
-

､ 第四夫

人をジ ャ ー

ク
一 夕 一 口 -

､ 第五夫人をス - イ ェ ン ､ 第六夫人をノ ン チャ ン とする｡ +

シ ャ ン ソウは続けて 二十人の兵士 に言 っ た｡ ｢兵士たちよ､ 我 々 は兄弟で ある｡ あなた達

に家族皆を連れてきて欲 しい ｡ 妻子 を連れて私たちと
一

緒に行 けば､ 私 の故郷で狩りをし､

やすで魚を突き ､ よい 生活が できるぞ ! + 多くの 兵士が うなずいて答えた｡ こ の時船はす べ

て 組み立て終わり､
シ ャ ン ソウに出航の命令を下 して欲 しい と伝えに来た者がいたo

シ ャ ン ソウは川辺 まで走 っ て様子を見に行き ､ すべ て整 えてすぐに妻子 を率連れて船に乗

り ､ 出発進行の命令を下 した｡

その船はフ -

ラ オホ ン の住んで い た城を通過 し､ フ
-

ラオホ ン の弟の フ
-

ク
ー

オ
ー が岸辺

まで 出迎 え､ 酒席を設 けて招待 した｡

酒席で フ - ク ー オ ー は シャ ン ソウに知らせ た｡ ｢私 の兄が百五十膿の 船を率い て ､ ず っ と

前に あなたの 敬郷 に着いて ､ いく つ か の村落を立て ､ 多く の家を建てて います｡ +

酒 を飲み終えて乗船する時 ､ シ ャ ン ソウは フ
-

ク
ー

オ
ー

に訊 い た｡ ｢ まだ何か あるか ? +

フ -

ク
ー

オ
ー

は答えたo ｢私 の十人の兵士 を事務管理に残 して 下さ い o +

-
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シ ャ ン ソ ウは言 っ た｡ ｢ どう して 出来 ない こ とがあろうか｡ + 話 し終えるとす ぐ十人の兵 士

と彼らの家族に ､ 後 ほ ど船 の錨を動か して 出航 し､ 故郷に直行する よう に申 しつ けた ｡

改称 に帰る

故郷に着く とシ ャ ン ソウは彼 を歓迎す る酒席で言 っ た｡ ｢ 皆さん ､ 私 の 両親の敵討ちを助

けてくれて ありがとう､ 故郷 の 再建を手伝 っ てくれて ありがとう ! ! 明 日私達は
一

緒に南山

に行 っ て 百匹の鹿 を締 らえ ､ 西山に行 っ て 百匹 の猪を捕らえて 両親に奉り ､ 神 に捧げる ｡ +

次の 日 の早朝､
シ ャ ン ソウは プ ー

ラオ ホ ン と十人 の兵士 と弓矢を持 っ て ､

一

緒に山に登 り

に行 っ た｡ 三 日続けて狩を し､ 少なか らぬ獲物 を狩り ､ 家に持 ち帰っ た ｡

シ ャ ン ソウの妻子達は ､ 家の 内外 をきれ いに 下片付 けっ た｡ 神 を奉っ て ある部屋 の 西側に

ある神棚に ､ 百匹の鹿 ､ 百頭の ノ ロ ジカ ､ 百頭 の猪､ 百羽 の キ ジを並 べ たo 既 に彼が必要と

して い る数を上回 っ て いた｡ 彼 は人 々 に役を割り当て っ た｡ 皮を剥 ぐ人 ､ 肉を切 る人 ､ 煮る

人 ､ 洗う人｡

肉が茄で上 が り ､ 白樺の木 の 鉢に盛り付けられると ､ 神卓の 上に運ばれて 供え られた｡ シ

ャ ン ソウの 兄嫁と妻子達は ､ 神服を着て ､ 腰 には鈴 を帯び ､ 神帽子 をかぶり､ 神鼓を打ち鳴

ら し､ シ ャ
ー

マ ン の踊りを踊 っ た｡ シ ャ ン ソウは各種 の 肉を小さく切り分け､ 空 に放り投 げ､

口 の 中で神 々 の名前を唱 えて ､ 神 を奉り ､ 祭は終了 した｡

彼 らは -

緒に大通り を回り､ 出来 る限り心 を込めて 歌い ､ 踊り ､ 領地 の 百姓達もまた 一

緒

に後ろで踊 っ た｡

踊り終わ っ た後､
さまざまな獣の 肉を数十 の卓に並 べ ､ 町 のす べ て の老若男女が皆

一 同に

座り ､ 沢山飲み食い し､ 西方 の 敵征伐の勝利 を慶賀 し､ シ ャ ン ソ ウが故郷に帰っ て来た 事を

祝っ た｡

もう十分飲んだとい う頃 ､ シ ャ ン ソウは皆に言 っ た｡ ｢今 日は勝利 を祝い ､ 神を奉りま し

た ｡ 皆さん満腹 して満足 して食 べ 終えて 下さい ｡ 私達の城には現在
一

万人もの 人が い て ､ あ

る者は農作業をし､ ある者は家を建て ､ ある者は漁 を し､ ある者は狩りを し､ 人 々 は 労働 し､

各 々 が全力 を尽く して い る｡ 今日の 私が ある のも全て ハ
- ジン の おかげで あり ､ 私は彼女の

両親を迎えて家で扶養 した い と思う｡ +

ハ - ジ ンは言 っ た ｡ ｢ 私は あなたの 両親の敵討ちを手伝い終えたらすぐに家に帰っ て 両親

の 世話を したい と心 から思 っ て いま した｡ あなたが こ の ような厚意を取り計 らっ て下さっ た

の で
､
私 は ここに留まり ､ 離れ ない で い る以外 には ありませ ん ｡ +

シ ャ ン ソウは再 び プ ー ラオホ ンに 向か っ て 言 っ た｡ ｢ あなたは家に帰り ､ 必要とする分の

船と人の ことは恥ずか しが らずに何でも言 っ てくれ ｡ +

フ
-

ラオホ ン は言 っ たo r 掛 ま五十娘の船と､ 船ごとに十世帯の 百姓さえあれば､ 帰 っ て

故郷を築きます｡ +

シヰ
,

/ ソタは二 つ 返事で 引き受け､ 彼 を自身の領地 - と行かせ た｡ プ ー

ラ オホ ンが行 っ た

後 ､ シ ャ ン ソウ 一 家は伸睦ま じく､ 楽し い 日々 を送っ たo 領地 の 百姓達も皆安心 して生活 し

-
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楽しく働 いた o

イ -

マ
ー

カ ン の 歌手は シ ャ ン ソウの 西方敵討ち征伐の経験を編成 して歌い ､ 至 る所に広く

伝わ っ た o シ ャ ン ソウ ･

モ ル ゲ ン の名声は こ こか ら次第に遠く - 伝わり ､
老人か ら子供ま で

皆が 知 っ て い るo

昼 型 塵塞

ク ス リ ー 江の蘇流にイ マ ン という村が あり ､ 2 0 戸位民家が あるo 村の ある 一

軒の 家に ､

夫は シャ ー シ ェ ン ･ マ フ ア ､ 妻は シヤ ー ニ ･

マ マ い て
､
二人の 子が おり ､ 男 の子 は シヤ ー

ル

ン ･

モ ル グ ン ､･ 女の 子は シ ヤ
ー

ニ ダ ドと呼ぶ｡ 四人家族は ､ 漁業と狩猟 で生活 して い る｡

ある日 ､ シ ヤ ー ニ ダドは ､
-

羽 の鷹に変身して飛んで帰 っ て来て+ 両親に言っ たo ｢ イ エ

ラグ村に ､
バ ー イ ン お じい さん が ､ 自分 の娘の婿を探して い るo 娘が河に落と した金魚 の飾

りが つ いネ ッ ク レ ス を､ 探 し出 した人なら誰で も婿になれ るo 弟は 2 0 盲掛こな っ たが ､ まだ

嫁が い ないo 彼にやらせてみた らどうか しら｡ +

金魚 のネッ ク レス を探し申した もの は誰でも婿にな ると聞い て ､ 2 0 人以上 の若者がや っ

て来た｡

翌日 ､ 若者達が川辺 にきて ､
三 々 草々 木 の 上に座 っ て待 っ て い る｡ この とき､ モ トウ , ダ

ドは
､ 皆に言 っ たo ｢ 私の金魚が落ちた場所は ､ 松花江とア ム -

-

ル 河が合流す るとこ ろで ､ そ

こは深く ､ 流れ
L

も急です｡ 勇気の ある人は探しに行 っ て 下さいら+

ア ジ ン とい う若者が ､ 水に 入り探し､ 1 時間後に ､ 全身血だらけに なっ て水から出てきた｡

彼 の 弟アホ ン は ､ ▲魚を括 るヤ ス を持 っ て水 に入 っ て行 っ たo l 時間後 に水から出てきて ､ 皆

に言 っ た｡ ｢水 の中で ､ ア オ ハ 魚 と 3 回戦っ て ､ 体に 3 箇所傷を受けたが ､ 金魚 の飾りは手

に は い らなか っ たo + 話 し終わると､ 兄弟 2 人時馬 に乗 っ て家に帰 っ たo

ヰチ ュ と いう若者も河には い っ て行き､ 同 じように 1 時間後を羊体半分を水から出 し､ 言 っ

た o ｢ あの アオ ハ 魚 臥 1 0 0 0 年修行 し､ 能力がすごく ､ 誰も太刀打ちできない o 私 臥 3
.
･回

戦っ て ､ 2 箇所傷を受 けた｡ + 彼 は､ 浅瀬を歩い て戻 っ て ､ 馬.に乗り家に帰っ た｡

自分より勇敢な 3 人 の若者がア オ ハ魚 に負けて ､ 金魚 を手に木れる ことが出来ず､ 傷を受

けたの を見て ､ 他 の若者達は皆何も言わずに家に帰っ て い
.
っ たo モ トサ ･ ダ ドと両親 臥 悩

み始 めた｡

･ また ､ シ ヤ ー ル ン ･

モ ル グン は ､ バ ー イ ン ･ マ フ ア の家に行く途中で ､.
-

人 の お爺さん に

出会っ たo お爺さん は ､ シ ヤ
ー ル ンが婿選びに挑戦すると聞い て ､ 金 の斧を貸 し与えて言 っ

たo ｢金の斧 をよく包ん で背負い ､ 決 して触 っ て い けない o + その他i羊､ 元気を付ける 3 個の

丸薬を飲ませた ｡

シ ヤ - ル ン
･

号ル ゲ ンは ､ お爺さん と別れてか ら休まず歩き ? づ け､ 夕方バ
ー

イ ン ･ マ フ

ア の家に着い たo ノ ミ - イ ン ･ マ フ ア は ､ ｢ お前､ 帰 っ たほうが よ い｡ だれもあの アオハ 魚 の

側i こ近づ けな い よo もう 3 人勇敢な若者が挑戦したが ､ 誰も､その魚 に勝てず､ 金魚 も探し出

せなか っ た+ と言 っ た｡ .
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シ ヤ
ー ル ン は

､ 言 っ た o ｢貴方達は ､ 私が背が低く力が ない と思 っ て い るだ ろうが ､ 心配

しない で下さい o 明日 ､ 私は河に 入 っ て あの アオ ハ 魚七戦うo 必ず､ あ い つ を征服 し金魚 を

取り戻 してくる o +

翌 日､ 夜明け前に ､ シ ヤ
ー

ル ン ･ モ ル ゲ ン は ､ 川 辺 に来たo 上着 を脱 ぎ､ 帯 を締め なお し

右 の 手に金 の斧を持ち ､ 河 に入 っ て い っ た｡
一

刻過ぎて もまだ出て こ ない の で ､ 人 々 は心配

し始 めた Q また 一 刻過 ぎたそ の 時､ 川面が沸き立ち ､ 長 い 時蘭大きな波が 起き､ そ して静か

にな っ た｡ 暫くた つ と､
三 つ の 江の合流点で ､ 川面が沸き ､ '白波が巻き､ そ してまた静か に

なっ た｡

また暫くすると ､ シ ヤ ー ル ン ･ モ ル グ ン が水か ら出てきて ､ 皆に言 っ た ｢私は ､ 川底に潜

り
､
ア オ ハ 魚を探し出 した｡ 魚は全身に刀や槍の ような刺が生 えて い る｡ 私は金 の斧で刺 を

切り落と し､ 魚を殺 して ､ お腹に入 っ て いた金魚 のネッ ク レ ス を取り出 した｡ +

マ トウ ･ ダ ドは ､ 喜ん で金魚ネッ ク レ東 を シヤ ー

ル ン ･ ヰル ゲン の 首に つ けた ｡ そ して ア

オ ハ 魚 を神柱 の下に運 ばせ神 に捧げた｡ また ､ 酒席を用意 し､ 人 々 に ご馳走を食 べ させた｡

皆が喜んで飲み ながら話 して い るとき､
ム チ エ ･ モ ル ゲ ンが 立ち上が っ て話 したD ･ r シ ヤ

ー

ル ン ･ モ ル ゲ ン は ､ 今日勝っ たけれ ども､ 私はもう -

度彼 と戦 いた い o 彼が挑戦を受けな

ければ勇気がない ､ 勝たなけれ ば鹿カが な い こ とになる｡ +

こ の とき ､ ア
-

ジ ン と. 7 + ホ ン 兄弟も立ち上が っ て言 づ たo ｢ シ ヤ
ー

ル ン ･ モ ル ゲ ン ､ 金

魚 のネッ ク レ ス を取 り返 しただ けで はだめ ｡ 次 の 三 つ の こ とが 出来な い と婿になれない o
一

つ は ､ 百歩離れたとこ ろから 3 回失を射七､ 3 個の 穴明き銭を射通すことo
-

つ は
､
2 0 0 キ

占′の重さの 石 を持ち山ずる ことo 最後 の 一

つ は ､ 三尋 の 大きさ の ウルグ,) 竜を殺 して背負っ

て帰 っ て くることo+

若者皆は ､ こ の 挑戦に賛成 し､ 次の 日試合を見終わ っ て か ら帰る土とに した
･

o

'

翌 日の 軌 マ トウ ･ ダ ド綾癖痩し終わ っ たア オ ハ 魚 を人に運ばせ ､ ∴神前に捧げた占 自分は ､

神帽 をかぶり ､ 神衣を着て ､ 腰鈴を下げ､ 神鼓を持ち､ シ ャ
ー

マ ン の舞を踊ヤながら ､ 祈祷

を言 っ た｡ ｢諸 々 の 神様 ､ 私 1 0 0 0 年生きて きたア オ ハ 魚を神様に捧げます｡ 神様､ ア オ ハ 魚

の 匂 いをか い で
､ サ ツ車の 香りを咲い だら､ 私 の捧げ物を受け取 っ て

､
くださ い｡ シ ヤ ー ル ン ･

モ ル グ ン ほ
､
こ こ に来て ､ こ の魚を殺 し､ 金魚のネ ックレ ス を取り返 した. 私は ､ 彼 の妻に

なり ､
一

緒に暮ら したい o +

太陽が昇り ､ 若者達紘皆試合の番所に来た. そ こに 一 本 の竿を立て ､ 上か ら 3 個 の穴明き

銅銭を吊る し七あるo 銭の 穴は小鳥 の卵く･らい の 大きさで ､ 下に赤い布 を下げて い るム∵近く

に
､
2 0 0

t

キ ロ 以上もある大きな石 が置いて ある ｡

ム チ ュ ･

モ ルグ ンは 弓を持ち上げ､ 3 本 の矢を射た｡ 始めの 2 本の失は ､ 銭の穴 を射たが､

3 本目は外れたo
'
ァ ジン ･

モ ル グン も 3 本の 矢を射て ､ 始め の 1 本 は当た づ たが､ 残りの 2

本ほ外れ+
一

軍地に落ちたo アホ ン ･ モ ル グ ンも 3 本射たが､ 1 本も当た らなか ･j た占

･ シキ - ル ン ･ モ ル グ
i
j は ､ 弓を持ち上 帆 ピ i ⊥ ､ ゼ ユ ー

､
ビ ュ ー と遵続 して 3 本の失 を射て ､

全部射通 したo 皆
一

斉に叫んだ ｢ シ ヤ
ー ル ン

､ 神の射手だ+

-
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続けて ､
石 を持 ち上 げる試合だo ム ジ ュ ･

モ ル ゲン は胸 まで持ち上げるこ とが出来たo ア

ホ ン ･ モ ル グン は腰まで持ち上 げたo シ ヤ
ー

ル ン ･

モ ル ゲン は 石を少 し揺り動か し､ 石 の 両

端 を掴み ､
一 気に頭の 上まで持 ち上げて ､ 試合場を 3 回周り ､ 石を元の場所に置 いたo その

場 の人は皆親指を突き出 し､ 凄い と表現 した｡

モ トウ ･ ダ ドは ､ 言 っ た ｡ ｢ こ こ から南の 方 1 0 数里 の ところに ､ 山が あり ､ 山の西側 の雑

木林に 3 尋 の ウル グリが い る｡ それ を殺 したもの が ､ こ の 試合 の勝者です｡ +

ム チ エ ､
ア ジ ン

､
アホ ン の 3 人の モ ル ゲ ンは ､ 先 を争っ て 山麓に着き､ ウル グリを探 し出

した ｡ ウル グリは彼らに言 っ た｡ ｢俺は ､ こ こに 3 0 0 年以上住ん で ､ 多く の人が射殺 しに来

たが
､

. 皆食べ て しま っ たo お前ら命が惜しい なら早く帰れ ｡ さもない とかみ殺すぞo +

ア ジン
､
テホ ン は怖くて ､ 手が震えて ､ 矢が外れて しま っ た. ウル グリ柱 ､ 猛然と飛びか

かり ､ 二人を捕まえ頭を食べ ようとするとき ､ ム チ エ ･ モ ル ゲ ンは走り より ､ ウル グリの胸

を蹴飛ば したo ウル グリは 二人 を放り出し､ ム チ ュ に飛 びかか っ て来たo ム チ エ は急 い で ､

矢を 1 本射たが 当たらなか っ た｡ ウル グリ は彼 を体の 下敷きに した｡

こ の とき
､
シ ヤ

ー

ル ン ･ モ ル ゲン がや っ て来たo 彼 は 1 本の 央をウル グリの 心臓に 当てたo

ウル グリは ､ 大きな叫び声 をあげ､ 高く跳び上が り ､ ドサ ンと地に落ち､
死んで しま っ た｡

ム チ エ ､ ア ジン ､ ア ホ ン は シ ヤ
ー ル ン ･ モ ル ゲン の 前に来て ､ 脆き言 っ た｡ ｢も し､ 貴方が

私達を救わなければ ､
一 巻の終わりだo 命を助けてくれて ありがとうo +

シ ヤ
ー ル ン ･ モ ル グン は ､ 彼らを立ち上がらせ ､ ウル グリ の 肉を担い で柑に帰 っ た｡

彼らは ､ また神前に ウル グリ の肉を捧げたo モ トウ ･ ダ ドは ､ 神崎をかぶりく 神衣 を着て ､

腰鈴 を下げ､ 神鼓を叩いて ､ 神に言 っ た｡ ｢神様､ 早く来てください o 私は ､ ウル グリの肉

を捧げますo 試 してくださ い b ウル グリを殺した英雄は シ ヤ ー ル ン ･ モ ル グ ンですo +

若者達､ 酒 を飲むとき ､ ム チ ュ ･

モ ル ゲン は言 っ た ｢ も し､ シ ヤ ー ル ン ･- モ ル グン が助け

てくれなければ ､ 私達の命は なか っ た｡ 今､
シ ヤ

ー ル ンが ､ モ トウ ･ ダードを妻にする ことを

共に喜ぶ ｡ 焼餅を焼きません ｡ 彼 と兄弟に なりた い｡ + 他の若者達も彼 らが義兄弟になるに

同意 した｡ シ ヤ ー ル ン ･ モ ル グ ン は立ち上が り､ ム チ エ ､ ア ジン ､ アホ ン と義兄弟になる こ

とに同意 し､ 神前に誓っ た｡

義兄弟にな っ た後 ､ 彼ら四人は
一

緒に近く の村を全て 見舞い に行 っ たム▲ シ ヤ ＋ jレ ン ･ モ ル

グ ンが ､ ムチ エ -
･ モ ル ゲン の住ん でい る村か ら帰る途 中で ､ 四人 の若者が シヤ ー ル ン ･ モ

ルグン を殺そうと して い る ことに気が付き ､ 四人を締らえて 聞くと､ ム チ ュ
･

モ ルゲン に頼

まれたと白状 した｡ シ ヤ ー ル ン ･ モ ルゲ ン は皆と相談して ､ ム チ エ ･

モ ル グン を村 - 帰らせ

た｡ 今回は許すが ､ 再び悪い ことをするなら､ 許さない こ とに した｡

そ の後 ､ シ ヤ
ー ル ン

'

･ モ ル ゲ ン とモ トウ ･ ダドの婚礼が行われ ､ 3 日間賑やか であ っ た｡

地 塵些

昔､ 河辺 に兄弟 2 人が住ん で い た｡ その とき､ 河 には水 しかなく ､ 山には実の生 るもな

く ､･ 獣を見か ける こ とはすくなか っ た｡ 兄はやっ と嫁をもらっ た｡

-
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と ころが ､ 嫁はやさ しくなく ､ 短 日弟に 辛くあた っ た ｡ 嫁 は彼 が多く食 べ る のが嫌い なと

きもある し､ 働かな い こ とが嫌い という こ ともあ っ た ｡ 弟が 1 7 , 8 嵐にな っ て も､ 寝 る布

団もなく ､ 冬も夏もぼろぼろ の ノ ロ 魔の皮 しかか けて い なか っ た o 儀 が機嫌が悪 い とき 臥

弟は 一

日 ご飯が食 べ れなか っ た o 機嫌が よ い ときは ､ 茶碗を与 えられ ､ 台所 の片隅で飯 をか

き込んだ｡ 兄は短日 山に狩猟に行き･

､ 家の こ とは何も しらなか っ た0

ある 日 ､ 兄嫁が弟を呼ん で ､
ぶ っ きらぼう に彼に言 っ た ｢ 出て行 けc 川 の水は どちらに流

れて い る ? +

弟は r は い+ とい っ て 出て行 っ たo 彼牲拾 っ た柴を 一 束河に投 げ込 んだo 柴は凍れに沿 っ

て流れ ､ 東 の方 に凍れて い っ た｡ 彼は また拾 っ た柴を
一

束河に投 げ込む と､ 渦 に巻き込まれ

西 の方に凍れて い っ た｡ 弟 は ､ 何の こ の あたり の湾で は ､ 渦が 巻く と､ たまに西 へ ､ たまに

は東 に流れる こ とを知 ら､なか っ た｡ 弟は ､ どちらが西で ､ どちらが東か分か らなくなり ､･. 川

辺 に座り込ん で ､ 涙が 出て ､ 家に帰る こ ともできな中っ たo

｢ どちらが東で ､ どちらが西だ よ ? お兄さんもう帰れない ､ こ の あと どう生活すればい い

の か ? 死んだほうが い い ! + 彼は河 に向か っ て悲しく歌 い始めた｡

デ ィ ダカ ニ ､ ス 不｡

デ ィ ダカ ニ ､ ス ス ｡

私はもうすぐ死んで しまう｡

私 の骨格を大きな樹に変じて ､

腕 を樹の枝に して ､

二 つ の 耳は ハ マ グリに なり ､

血 を何の水に しま しょう｡

筋肉は 白い泡となり ､

身は亀になり
､

頭はタ トゥにな-り､

ノ 歯は川辺 の 玉石 になり､

目は モ モ ニ ュ ウになり､

花は魚と海老になろうo

ス- ス ､
ス ス

ディ ダカ ニ

ス ス
､
ス ス

｡

敵 っ て い る間に ､ 彼 の 全身の骨 と肉は川辺 に散らばり ､ -

つ
一

つ 今まで川辺 にな いもの が

出てきた･｡ こうするとこ 水鳥､ 大雁が飛 ん できて ､ みなとまる とこ ろが でき､ 食べ物を探す
ことがで きた｡ 彼 の骨 と肉は変わっ て ､ 変わ っ て ､ 最後に心臓だけはまだ生きて い て ､ 彼は

山の ほうに狩猟に行 っ た兄 さん を思 い 出 し, また泣きながら言 い始め･たp .
` ス ス

､ ス ス

ディ ダカ ニ
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ス ス
､
ス ス

私は 三歳の とき

母は なくな り､

5 歳の とき ､

父 は船でなくな っ た｡

す べ て お兄さんが 育て てくれた ｡

今私はお 兄さんと別れ.

河が私 の家です｡

歌 っ て い るうちに ､ 河 の中に ､

- マ グリ ､ 亀､ モ モ ニ ュ と生きて い る魚 ､ 海老が飛 び跳ね

水 の 中に白い泡が できた ｡ 川辺 の砂場 には ､ 色 々 な玉 石が でてき ､ 川の 両側は生い 茂っ た森

にな っ た ｡

兄が帰っ たとき､ 弟が見えな い の で嫁にきい た｡ ｢弟嫁どこ - 行 っ た ? + 嫁は答えた｡ ｢ あ

る 日川 辺 に行きもう帰 っ て こ ない ｡ +

兄が川辺 に走 っ て いく と､ 河 の 中に多く の魚 ､ 海老､ ハ マ ダリ ､ モ モ ニ ュ が いた｡ 兄は こ

れらが どこ か ら来たの だろうと不 思議 に思 っ たo

長い時間経つ と､ 兄は弟が
_
もう帰らない と悟っ た ｡ 川辺 の あの 大きな樹､ また沢山の 食べ

るこ とが でき る生き物は ､ かわいそうな弟が残 したもの だろう｡

@

年寄りは ､ ｢私たちホ ジ ェ ン人は ､ 白城人の 子孫だ+ とい う｡

伝説に よ ると､ 昔､ 岳家の 軍隊と金JE 術が戦い ､ 岳家の 軍隊は白城を包囲 したム 金jL 術は

白城を守るため ､ 既 に準備 して い た｡ だか ら岳家の軍隊は 半月以上包囲 して も城を奪うこと

が できなか っ た｡ 大将牛皐は ､ 城の 攻略方法を思 い つ いた｡

翌 日 ､ 兵 士たちは酒樽を担 い で城壁 の下に運んだ｡ 彼らは火を焚いて暖を取り ､ 楽 しく飲

み始 めた｡

守る側 の年取 っ た兵士が ､ 敵が酒 を飲ん で るの を見て ､ 酒 をくれる ように頼ん だ｡ 岳家の

兵 士は
､
瓢箪に酒を入れて城上に投げた｡ 守る側 は ､ 酒を受け取るとみんなで飲みまわ し､

タ バ コ
一

服吸ううちに ､ す べ て飲み干 した. また岳家に酒をくれ るように頼んだo 岳家は言

つ たo ｢酒はたく さん あるぞ｡ でも雀と交換しなき やo よ し､ 雀 1 0 匹と､ ひ ょうたん い っ ぱ

い の酒 との 交換だ+

守 る側は ､ ｢ い いぞ+ ｡ すぐ町中のす べ て家の 軒や樹上から雀の 巣を取 っ た｡ 最後 に数える

と数千匹の 雀を捕 まえ､ 数百本の酒 と交換できたo 兵 士たちは
一 杯さらに -

杯と気持ちよく

飲み､ 皆酔っ 払 っ て しま っ た｡

岳家の偵察は､ すぐこれ を牛皐に報告 した｡ 牛皐は これ を聞く
.
と直ちに＼ ｢午前 2 時 に食

事を作り ､ 5 時に城を改めろ+ と命 じた｡

J そ の夜､ 岳家の兵 士たちは ､ 雀 の足や尾 に耗よりを結び ､ それに火 をつ けたo するとピ ー
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ピ ー と数千羽 の雀が驚い て火が つ いたまま ､

一

群の ミ ツバ チ の ように城 中 - 飛び去 っ た｡

火 の つ い た雀が とまると ､ す ぐ火が つ き ､ 燃 え広が り ､ 瞬く間に城中が火 と煙に覆われた｡

こ の ように岳家軍は ､ 城内 の混乱に乗 じ､ 鐘太鼓を打ち鳴ら し､ 開 の声 は天を震わ し､ 一

挙に城を攻め落と したo 金JE 術は ､ 頭が 混乱 し､ 驚い た鳥が飛 び立 っ ように ､ 残 っ た兵 士を

連れてや っ と包 囲を突破 し､ 北 の ほう - 命か らが ら逃げたo

彼らは ､ 数ヶ 月 かけて サ ハ リ マ ン マ (ホ ジ ェ ン語でア ム ー ル川 の意味) にた どり着い た ｡

こ の とき天気 が暑く ､ 川 は 大きく波立 っ て おり
､ 近くに川 を渡る船を 1 般もさがせなか っ た｡

金 n:術は: いく ら急 いで も仕方が ない の で ､ 川辺 にテ ン トを張り休む しかなか っ たo

ある 日､ 彼は 自棄酒を飲んだあと､ 長男 に ｢川が凍っ て い る か見て来 い+ と聞 いた｡ 長男

は ､
｢ お父 さん , まだ夏だ よo 凍るはずは ない+ と答えたo

金光術は怒っ て ､ 怒鳴り散ら し､ ｢まさか ､ こ こ でわ しの全軍が全滅する の か ｡ 誰かす ぐ

来い ｡ こ い っ を外 に連れて い き ､ 首を切れ｡ +

翌日 ､ 金JE 術は酒 を飲みなが ら､ また次男 に同 じ事 を聞い たo 次男は ､ ま じめに 正直に父

に ｢夏だから､ 凍るはずが ない+ 反論 した ｡

金冗術は これ を聞 いて ､ 怒鳴り散 ら し､ 家来 に命 じて 次男を殺させた.

三 日目に ､ 金光術は飲ん で酔っ て ､ 三男に 同 じ事を聞 いた o

三男は考 えた｡ 二人 の 兄が川が凍っ て い な い と答えて ､ 父に殺されて しま っ た｡ 私も凍 っ

て い ない と答えたら､ 同 じように殺され るだろうo 彼 は 一 時悩ん で ､ どう答えればよ い か分

か らなか っ たo 彼 は 一 人 で川辺 に行き ､ とうとうと流れ る川 に祈J 3 た.

天 の神様

地 の神様

タ ン ニ モ ドンタ (人間を管理する天 の神)

ジ ュ リ ン (家を守 る神) とジ ュ レ ン (保護する神)

も しわた しは死 ぬ運命でな ければ

も し､ 白城人が生き延 びる ことがで きるならば

サ ハ リ マ ン マ を三尺凍らせ

私たちに川 を渡らせてくださ い

彼 が こう祈り終わると ､ すぐ天気が寒くなり ､ 雪が降り ､ 寒い風が吹き ､ 真冬 の ように な

つ た｡ 川 の表面が凍り始め ､ 互 い にカ チカ チぶ つ かり､ しばらくす ると､ 氷が つ ながり川 の

両側 を渡す氷 の橋がで きたo

三男は こ の様子 を見て ､ 喜んでテ ン トにも どり ､ 父 に報告 したo ｢ ア マ ( お父 さん) ､ 天 と

地が私たちに同情 し､ 6 月 の天候で川 の上 に氷 の橋ができ ､ 私たちに川 を渡らせ る｡ +

金JC 術はこれ を聞くと大 いiこ喜び ､ す ぐに人 を川辺 に行かせて調 べ させたo 本当に 6 月 の

ア ム - ル が厚く凍っ で ､. 人や馬が渡っ ても大丈夫か とQ そ して金冗術は ､ 兵 士と民 を連れて ､

順調に川を渡っ た｡

･ 話 をすれば不思議だと思う.享金光術の 人と馬が渡り終える と､ 氷 の橋はカチャ カチャ と砕
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け､ 水にな っ た ｡ 岳家軍が川辺 に追い か けてきたが ､ ただ川を見て ため息をつく しかなか っ

た｡

金光術の 兵士と村民は川 を渡っ たあと､ 食料が なくな り ､ 兵士たちはた だ短日魚 を釣り食

べ る しか ない o しか し､ 釣れる魚は少なく ､ 全員 で食 べ る には足りない o 金光術は側 の兵士

を連れて食 べ 物を探しに上流 に行 っ た｡ 彼 らは途中で 草を地面に突き刺し道 しる べ を作っ た｡

と こ ろが ､ 風が吹い て草の 方向が逆に なり
､ 後続の 人は道に迷 い逆の方向に進ん で ､ 前の人

とますます離れて しま っ た o 終に彼らは ､ 松花江 ､ 混同江 ､
ア ム ー ル

､ ウ ス リ ー 江流域に散

らばり ､ 長く定住 し ､ 狩猟と漁業で生きて きた ｡

そ の後 ､ 人 々 は 当時川辺 に定住した人を ｢ キ ル ン+ と呼び
､ 川 に沿 っ て西の ほうに行 っ た

人を ｢ ソル ン+ と呼び ､ 東の方 に行 っ た人を ｢ホ ジン+ と呼ん だo 清の 時代か ら､ ｢ ホジ ェ

ン+ と統
一

された o

今までも年寄りの 人が ､ ナ ニ ュ オ ( ホジ ェ ン人の 自称) の先祖は当時 の白城人であると言

う｡

卓 也 至上土製鮎旦塵鼻

音､ 北方 の 部落 に何年も争いが続 い て い た ｡ 勝 っ た方が負けた方 の町や村を占有 し､ 摘

まえた男は奴隷 に ､ 女は妻や妾になるo 彼 らは財産を奪い ､ 家を焼き､
至 る所を廃嘘に したo

ある年､ 西の部落と東の 部落が漁場と狩場を奪い あい ､ 生死 を賭けた争い が あっ た ｡ 酉の

部落は束の部落 を打ち負か し､ 町や村を奮 っ て空に した｡ 東の 部落 の人は ある人 は死に ､ あ

る人は逃げ､ ある人は奴隷に なっ た｡ 最後に残 っ た 7 人は羊の群れ の中に暗くなるまで隠れ ､

や っ と山の ほうに逃れた｡

この 7 人 はそれぞれ蘇 ､ 畢､ 付 ､ 尤 ､ 呉 ､ 葛､ 芦とい う苗字を持 っ て い るo 難を逃れて ､

今後 は兄弟の契りを結び ､ い っ か故郷に帰り､ 敵 を追 い 出し､ 部落を再興す る ことを天に誓

つ た｡

彼 らは 山で は狩猟で生活 し､ 獣皮を着て ､ 獣肉を食 べ ､ 瞬く間に 3 年た っ た｡ ある 日蘇氏

の長老が言 っ たo ｢私た ち兄弟 7 人 ､ こ の まま山で 死んで しまう より ､ 別 々 に外 - 出て新し

い生活を見 つ けた方が い い だろう｡ + 兄弟たちはその通りだ思い ､ 別 々 に山を下り ､ 自分の

生活 を探 しに行 っ た｡

日赤氏 の長老は､ 葛氏の
一

人と芦氏の 一 人を連れて ､
三江 口か ら出発 して ､ 松花江に沿 っ

て 上流 の方 に行 っ た｡ 彼らは進みながら､ 魚を取 っ たり獣を狩 っ たり して ､ 三年進ん だ｡ こ

の 三年間､ 彼らは争い で廃城となっ た ハ ラ ス ス (現在の地名 : 同江鎮) を通り ､ 繁華なトス

カ古城を過ぎ､ 高く誓える ウル グリ山を越え､ ア ンパ ン ビラ川 を渡り ､ 人骨が散らばっ て い

る ジャ ム ス (現在の地名 : ジャ ム ス はホ ジ ェ ン語セ骨格という意味) を抜け､ 松花江 と牡丹

江 の合流する地嘘に つ い た｡ 3 兄弟 は ､ こ こに 山が あり ､ 水が あり､ 風景が 美しく ､ 土も肥

えており ､ 採れるもの が豊富で ある ことを見た｡ そ して こ こに定住し､ 妻を襲り､ 子供をも

うけて ､ よい生活 をして い るo 後世 の人は ､ こ こ をイ ラン ハ ラと呼ぶD (イラン は三∴ ハ ラ

-
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は苗字の意味)

そ してまた畢､ 付 ､ 尤 ､ 呉 の 4 兄弟 は ､ 別 々 に松花江 ､
ア ム ー ル

､ 混同江 ､ ク ス リ江辺 の

ガル ダン
､
ム ア ラホ ク オ

､ イ リガ ､ ス パ イ に住んで ､ 家庭をつ く り ､ 子孫も生まれた｡ 彼 ら

は皆, 漁業と狩猟 で生きて い るか ら､ 船を漕ぐこともでき ､ 馬に も乗れ ､ 体 が頑 丈で長命で

あっ た｡

今日苗字が蘇 ､ 畢､ 付 ､ 尤 ､ 呉 ､ 葛 ､ 芦の ホ ジ ェ ン人 は
､
こ の 七人 の兄弟の子孫で あると

言われて い る｡

地 塵垂

昔､ 酷い洪水 の後 ､ ソ ロ ン の 山の 下 ､ ノリ の川辺 では ､ す べ て の人家が なくなり ､ 残 さ

れたの は姉と弟二 人だけだ っ た｡

弟は 7 , 8 歳にな っ たとき ､
姉が彼に 弓と失を作り ､ 野外 - 鳥を射りに行 か せた｡ また彼

を森に行か せて ､ テ ンやノ ロ ､ 鹿を狩 らせた｡ 1 8 才になると､ 弟 は聡明で有能な男に なり ､

矢を射 ると百発百中の腕前に な っ た｡ 姉は家で皮 をなめ し魔の筋 を経り ､ 針仕事も上手に な

っ て
､ 顔 も益々 絡麗に な っ た｡

世間で は ｢男は大きくなる と嫁をとる ､ 女は大きくなる七嫁に行く+ とい われ る｡ しか し､

こ の深 い森林に柑もない 所で弟は どこか ら嫁 をとる ､ 姉も どこ に嫁に行く o こ れからの 生活

どうしょうと姉がずっ と考 えて いた｡ ある方法を考えつ いて ､ 弟に言 っ た ｢弟 よ ､ 私 たち 2

人は もともと血の つ なが りが な い｡ 洪水 で 2 人 しか残 されなか っ た｡ 今あなた は成人 し､ 家

庭を持つ 歳ですo 私たちもう分かれずに ､
一

緒に生活 しま しょうo +
一

年後､ 彼 らに子供が できたc 弟はすぐ揺りか ごを作り始め ､ もう出来上がると いうとき ､
-

つ の蔓が足らな いo 弟は斧 を持 っ て ､ 鮮やかな紅色 の木質が 硬 い紅毛柳を探 しに行 っ た｡

森に入 ると､ 突然鳥がチチと噂る歌声が聞 こ えた｡

ネザカタ ､ ネミ ン カ ､ フ フ

フ ナ ジハ ンタイテ ィミ ン シ ､ フ フ

姉 と弟に子供が でき るの は よく ない よ ｡.

弟よ ､ だめ じやな い か !

彼 が 山坂 を下るとき､ 鳥も同 じように琴い ､ 川辺 に つ い たときも､ 鳥は また こ の
r

ように歌

つ たo 鳥の 歌を聞いて､ 弟 の心は乱れた o や る ことも続けられず､ 紅毛柳の揺りか ごも作れ

なくな っ た ｡ 家に入 っ たとき､ 姉は ｢揺りか ごを作る材料を探 してせま したか｡ どう して機

嫌が 悪い の ですかJ ときし1 た｡

r ああ ､ 言わな い でくれ ｡ 私 どこ - 行 っ ても ､ 鳥たちが涙を流 し､
``

ネザカタ ､ ネミ ンカ ､

ア ブ ｡ フナ ジ ハ ンタイテ ィ ミ ン シ ､ フ ブ
'

と歌 っ てくれた｡

鳥が歌えば歌うほ ど､ 私 の心を悩ませ るo 本当に聞き続ける こ とがで きず､ その
′
まま帰っ

できた+

姉 は こ の話を聞･くと､ 心 に衝撃を受け､ 泣きなが ら ｢姉 の恵が弟を偏 したの です+ とい っ

-
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たo 山の鳥たちが こ の ように歌 っ て い る ､ 後世 の人に知れた ら､ さらに人に笑われ る ので は

な い か と思い ､ 考 えれば考えるほ ど恥ずか しく悔 しか っ たo 弟が注意 して い ない とき､ 家の

後 ろ の川 に飛び込んで死ん で しま っ たo

それ以降､ ずう っ と姉と弟
､ 兄と妹が結婚す るこ とが なか っ た ｡

ユ土 地 盤盤ま重度塞

昔々 ､ お婆さん とお爺さんが 住ん で い た｡ 子供が い なか っ た ｡ ある 日子供が でき ､ 子供

を生んだo よく見ると二 匹の蛇だ っ たo お じい さん が ､
二 匹の蛇 をみて怒 っ て ､ お婆さん に

言 っ た ｡ ｢ 二匹の蛇 を捨て ろ｡ + おばあさん は ､ 泣きなが ら､ 二 匹の蛇を木箱の 中に いれ ､ 短

日乳を与えて い たが
､
ある 日蛇は い なく っ た｡ お ばあさん は悲 しんだ｡ お爺さん は言 っ た､

｢泣くな. 私が探 しに行くo + お じい さんは 出か けた o 二匹の 蛇を探しに行 っ たo 歩 い て ､

歩いて ､
一

つ の家を見 つ けたo お爺さん が ､ 家に入 ると､ 二 人の娘が い た｡ 二 人の娘も父を

見た｡ こ の 二 人の娘は ､ 父 が私達を殺 したか っ た ことを､ 覚えて いた｡ 父 を土の オン ドル に

座 らせ て ､ まずい ご飯をだ したo 父 が食 べ 終え帰えるとき ､ こ の 二人 の娘は何をあげようか

と考えた｡ こ の子供は ､ 蛇 をあげま しょうと考えた｡ お爺さん は ､ 家に帰り ､ お婆さん に言

つ たo ｢ 二 人の娘を見つ けた o + 母は思う ､ ｢私も行くo + こ の母が行っ た. 二人の 娘は喜んだ｡

母が来た｡ 良い オ ン ドル の 上に座らせ ､ 良い ご飯を食 べ させた｡ 食 べ終わ っ て こ の 二人 の

娘は思 っ たo 何をあげようD 姉は言 っ た｡ ｢金をあげま しょう｡ + おばあさんが出発t , ､ 後ろ

をみ ると､ もう家と娘はなくな っ て いたo
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